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1．「武庫の川」 
 
 前回の甲子プロジェクト研究会では、この甲子園会館が立地する場所について理解
するために、すぐ近くを流れる武庫川の治水と住宅開発について解説した。今回は、
武庫川が流れ込む海、大阪湾へ視線を向けてみたいと考えている。そこで、本題に入
る前に少し長くなるが、武庫川の特徴などについて振り返りをしておく。 
 武庫川は、篠山市内に源流を持つ二級河川で、総延長 66km 程である。上流域は篠山
川、中流域では三田盆地を貫流するため三田川と呼ばれた時期もあった。下流域は、
旧地名「武庫郡」を流れることから武庫川と名付けたとされる。この川の特徴は、源
流部の標高が低く、195ｍ程しかないことである。これは全国的に見ても、かなり低い
地点から源を発している。 
また、短い流れながら色々な様相を見せる。上・中流部の篠山市から三田市にかけ
ての流路を地図でたどると、大きく曲がっている地点が数か所見られる。ほぼ 180 度
の転回を見せているのが、三田市の藍本・本庄のあたりである。この場所は大きな岩
があり、その前面で流路が曲がっている。特に、藍本の転回部分は、幅も狭く、ヘア
ピンカーブと称してもよいほどである。この地点は、曲がりという地区で、カーブの
内側に 20 数戸の集落がある。次いで本庄地区に入ると、再び大きく曲がるが、この部
分の幅は曲がり地区よりも数倍広い。なお、このカーブの頂点には、雨乞いの百石踊
り（県指定無形文化財）で知られる駒宇佐八幡神社がある。この後、武庫川は三田盆
地を南東方向へ流れていく。三田市域の流れる距離は 20km 弱あるが、高低差が 40ｍほ
どしかなく、非常に緩やかな流れである。 
三田盆地を出ると、ほどなく急流になる。武庫川渓谷とよばれ、大小の岩の間を流
れ下る様子は、関西有数の渓谷美をみせる。渓谷を抜けると再度川幅が広がり、緩や
かな傾斜の地点に出るが、右岸は西宮市、左岸が宝塚市である。そのあとはほぼ南流
し、尼崎市と西宮市の市境となり、河口までは傾斜が緩やかで、穏やかな川となる。
しかし、このところの短時間豪雨などの際は、急激な増水をした。国土交通省によっ
て設置された河川の状況を映すライブカメラの映像がネット配信されているが、その
映像を見てみると、渦巻き荒らぶる流れとなっていた。 
近年は、堤防が厳重に整備されているので大きな被害はなかったが、かつては「暴
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れ川」といわれ、たびたびの大洪水を引き起こした。前述したように、武庫川は上流
部の蛇行、途中の緩傾斜を経て、渓谷部分を一気に下ってくるので、平野部に出て河
口までそのまま流れきれないと、途中で堤防を越えて溢れてしまうことになる。特に、
高潮などの時は押し戻される状況にもなり、下流部分でも溢れ出てしまう。河川の堤
防が切れるには様々な要因があるが、カーブしている頂点に強い水流が当たって切れ
るだけでなく、カーブに一旦水の流れがあたってから堤防で跳ね返る形になると、カ
ーブの頂点ではなく、カーブの先、やや下流部分で堤防が破れることがある。中流部
の三田盆地にも、たびたび切れるところから、よく切れる刀・刃物になぞらえて「正
宗堤」「かみそり堤」などと揶揄するように呼ばれている地点がある。 
歴史的に振り返ると、武庫川の堤防はたびたび切れている。記録をさかのぼると、
100 年に一度ぐらいの割合で切れている。弘治 3年（1557）の洪水では、豊臣秀吉の家
臣となった片桐且元の命により、枝分かれした流路を一本化して広い流路を確保した。
その一方で、溢れそうな水を逃がす流路を開いた。これが枝川の形成である。ほぼ 100
年後の万治 2 年（1659）には、万治の戸崎切れと呼ばれる洪水が起こり、小松、小曽
根、鳴尾あたりが浸水した。小松南の岡太神社の摂社の社殿と神輿が流出し、兵庫和
田岬へ流れ着いたという伝承がある。とりわけ、大量の土砂が運ばれ、海岸線に堆積
した。堆積して広がった土地は、後に新田開発を申請し、用水路や通路を整備するこ
とで生活の糧を得る場として整備されていった。武庫川の洪水では被害をこうむった
が、洪水によってもたらされた土砂が後の鳴尾村の拡大につながっていく。自然災害
は脅威であるが、それを契機にして村が発展することもあり得る。 
さらに元文 5 年（1740）に、申年切れという洪水が起きる。この時形成された流れ
が、申年に形成された川なので申川と名付けられた。そして、慶応元年（1865）の洪
水が続くが、このあとは堤防が整備され大規模な洪水は起こっていない。堤防は強化
され、上流部にダムができ、水道整備も進んで、だんだんと災害は遠ざかった。 
 
2．武庫の川によってもたらされたもの～新しい「街」の出現 
 
大正 11 年（1922）に兵庫県が武庫川の堤防の大改修を行い、武庫川と枝川の分岐の
ところを堤防で塞いでいる。そうすると入水してくる入口がなくなるので枝川は干上
がり、枝川を廃川とした。そして、その元流路を荒地のままにせず、阪神電鉄が兵庫
県から買い取り、開発を進めることになった。 
明治 38 年（1905）に開業した阪神電鉄は、早くから沿線の開発に乗り出していた。
その頃の西宮は、開港した神戸と天下の台所である大阪という都市の中間で、本格的
な開発が始まっていなかった。そこで電鉄会社は、乗客増を狙って「郊外で豊かな文
化的生活をおくろう」、「街の中で働いて週末は自然豊かな暮らしをしよう」といった
ようなキャンペーンを展開していく。『郊外生活のすすめ』という月間雑誌を阪神電鉄
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が大正 3年（1914）から発刊したり、阪神西宮駅・鳴尾駅の南側や御影駅のあたりで、
不動産経営、賃貸の住宅、貸家を始めた。阪神電鉄の「阪神甲子園住宅経営地案内図」
には、取扱部署として「土地科」と表記している。いわゆる不動産部門のことである。 
住宅地だけでなく、さまざまな娯楽施設も開設する。まず海水浴場を芦屋浜に造っ
たが、砂浜があまりいい状態ではなかったので、ほどなく香櫨園浜へと移った。その
後甲子園浜へ移り、昭和 40 年まで営業していた。甲子園では娯楽場、運動場、水族館、
水上競技場、国際庭球場、と色々なものを作った。その中のひとつに旧甲子園ホテル
の開業もある。甲子園ホテルの開業した昭和 5 年（1930）は、非常に開発意欲の旺盛
な時期であった。 
ところが、戦時に突入して景気の動向が変わると、従来どおりの維持が困難になり、
閉鎖･廃業のやむなきに至ったが、その開発の痕跡は、地図上で読み取ることができる。 
その痕跡の一つが枝川の旧流路を開発した甲子園住宅経営地の町割りで、北の 1 番
町からはじまって南側の 9 番町・10 番町へとつながっていく。この甲子園住宅経営地
は、昭和 3年（1928）に、現在の 2号線から旧国道の 4・5・6・7番町あたりの分譲が
始まり、上甲子園の 1・2・3 番町、浜甲子園のほうへと広がった。川が、街へと変貌
したのである。 
 
3．「茅渟の海」 
 
3-1 潮流 
武庫の川から転じて、海＝大阪湾へと視線を変えることとする。 
まず、謡曲「高砂」の詞章を思い出していただきたい。 
この謡曲は、結婚式で謡われるなど祝儀物として有名であるが、瀬戸内海に面した
高砂から出た船が、瀬戸内海を東進し、淡路島を右手に見つつ、明石海峡を過ぎ、西
宮の鳴尾沖を過ぎて、大阪の住之江へ至る道中を読み込んでいる。沖合いを行く船か
ら見た風景の中に鳴尾が読みこまれているが、これを海と西宮のかかわりを考える手
がかりとしていこうと思う。 
本稿のサブタイトルにある「茅渟の海」だが、これは大阪湾の古い呼称である。阪
神地域の小学校、中学校の校歌に「武庫の山」「茅渟の海」というフレーズが織り込ま
れているものがある。 
この茅渟の海の「茅渟」という言葉の語源は、実はあまり平和的な話ではなく、神
武天皇の東征の際、自分の兄が裏切ったので切り捨てた。その血が海のようになった
ので、血の海、血の沼と書いて、ちぬと呼んでいたという説がある。あまり良い話で
はないため現在は別の文字が当てられ、茅渟の海となっている。名前の由来はともか
くとして、この海はさまざまなものを阪神地域にもたらしている。この海、つまり大
阪湾とは、西は淡路島と明石の間の明石海峡、南は淡路島と和歌山の間の紀淡海峡・
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友ヶ島に囲まれた海である。大きく言えば、瀬戸内海の東の端に位置する。 
多くの島がある瀬戸内海は、船の行き来が頻繁なところである。西端の関門海峡は
非常に狭いが、ここを入らず九州の南側をまわり、四国沖から大阪湾に入ろうとする
と黒潮の影響を受け危険を伴う。関門海峡は、穏やかに見えて強い潮流で有名である
が、明石海峡もまた潮流の厳しいところである。それを越えて穏やかな瀬戸内海に入
れば、風待ち、潮待ちに格好の港・入り江があり、安定した航海が出来る。 
ところが、大阪湾に入ると、大阪湾の中にも潮流が存在する。（図１） 
第 1 図にあるよう
に明石海峡から入り
込んだ流れが、須磨の
沖、神戸の沖で 2方向
に別れる。そして神戸
沖から西宮の方へ東
に進むが、西宮の沖で
南に潮が進む。泉南沖
で南の紀淡海峡から
入り込んだ流れとあ
たり、時計回りに淡路
島方向へ回るのであ
る。西宮の沖で南へ下
がる要因というのは、
流量の多い武庫川・淀
川によるもので、流れ
込む水量に押されて
潮が南へくだってしまう。この複雑な潮の流れが、航路の開発、軍事戦略、文化的交
流など、さまざまな場面で関係している。潮の流れは、漁師や操船者でないと詳しく
知らないことではあるが、民話・伝承を分析していくと、この潮の流れがあったこと
を読み取ることができる。 
ここで、先ほどの謡曲「高砂」に読み込まれた地名を見ていく。出帆するのは高砂
で、淡路島を右に見ながら明石海峡を通り、鳴尾の沖に差し掛かる。目的地は大阪の
住之江である。距離的に言えば、鳴尾の沖は住之江まであと少しという、要所と言え
るだろう。 
では、鳴尾がわざわざ取り上げられている理由を考えてみたい。 
鳴尾には、海からそれと分かる目標物があった。鳴尾の一本松である。伝承では非
常に大きな松の木で、その影は西に向いては須磨、一の谷、東に向いては天王山まで
届いたと言われている。それはオーバーとしても、大きな松、または、大きな松のあ
図１ 大阪湾内の潮流 
出展：国土交通省 大阪湾データベース 
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る鳴尾に意味があったのではないだろうか。 
海から松が見えたというのは、航行の基礎的な技術によるところである。夜であれ
ば、北極星などの星を目当てにしたり、月の出入りを計算したり、灯台の灯を頼りに
したり、船頭の経験則によって進路を見定める技術がある。また、山あてという、特
徴的な形の山が並んで見えるかかぶさって見えるなどの見え方で、自分のいる船がど
のあたりの場所にいるかを把握する技術・知識がある。山だけでなく、海岸線に近い
ところを航行する場合など、陸にある大きな樹木など、近代であれば工場の煙突など
も目標物である。 
鳴尾の沖では、一本松が船の位置を探るための目印となっていたようである。謡曲
「高砂」の歌詞にあるように、松が見えるので鳴尾の沖にいると分かったのである。 
前述したように、高砂から明石海峡は航路も狭く、潮流も厳しい。淡路島の島影を
目標に潮流に乗れば、西宮・鳴尾の沖まで一気に来ることができる。読み間違えると
逆流してしまう。鳴尾の沖は目印であるが、ここも潮目の変わる場所である。要注意
ポイントなのである。 
謡曲「高砂」の詞章は、風光明媚な様を詠んだものではなく、潮目の変わる、気を
つけなくてはいけないポイントを知らせているのであると、取れる。 
鳴尾の沖は、南へ行く潮目に乗らないように、舵取りの難しい場所であった。西宮
で漁業をしていた人に話を聞くと、潮の境界に入ってしまい、潮止まりになって船が
止まって動かなくなることもあったという。鳴尾の沖に潮目の止まる場所が 2、3ヶ所
あり、難所まではいかないが、それなりに操船するには難しい場所であったという。 
潮目の難しいところがあることに関わる伝承もある。古く神功皇后が西の方、朝鮮
半島へ行った帰り、瀬戸内海を進む途中、武庫の水門でとまったと「日本書紀」に記
されている。この時、天照大神の荒御魂（あらみたま）として広田社をお祀りし、生
田の神（神戸市中央区）をお祀りし、長田の神（神戸市長田区）をお祀りし、住吉三
神（大阪市）をお祀りすることによって、やっと船が動いて、大阪住之江へと船が進
んだ。その時のお祀りをきっかけに、それぞれの神が祀られるようになったと言われ
ている。この「武庫の水門」が西宮にあたると考えられる。西宮・鳴尾沖の話として
記される神功皇后の乗る船が動かなくなったのも、潮目の難しいことの証左とみてよ
いであろう。 
時代が下って、平安時代末の源氏と平家が競っていた時代、西宮が重要地点として
浮かび上がる。この地に目をつけたのは平家であった。 
平家は瀬戸内海航路を押さえており、日宋貿易で富を得た。広島県の宮島に厳島神
社を造営したのは、瀬戸内海航路の拠点であり、安定して瀬戸内海で物資を動かすた
めにも必要な場所であったとされる。瀬戸内海航路を確保することが一族の繁栄のた
めにも必要なことであった。東の拠点として、神戸の和田岬を開発する。和田岬から
都へ至る要所にあたる場所として、平家の一族平重盛の屋敷が西宮の小松におかれ、
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平重盛は小松殿と呼ばれた。小松殿の屋敷
をつくる際に尽力をした当地の百姓たち
は、重盛から樋口という名前を賜った。そ
の人たちが祭りに関わっているのが小松
南の岡太神社である。岡太神社では、一時
上臈という祭り（写真 1）が伝承され、そ
れを行う北講・南講という氏子たちのグル
ープがある。講に所属する人たちの大半が
樋口姓であった。 
ちなみに、潮の流れがもたらすものもあ
った。海岸には、潮流に乗っていろいろな
ものが漂着するのである。西宮の漁師の伝承では、淡路島の海岸から流れ出たものが
潮目にのって流れ来て、西宮の海岸に漂着することがあったという。 
 
3-2 大阪湾の津・泊 
江戸時代から明治の前半につくられた書物に、「新訂増補 大日本航路細見図」（写
真 2）というものがある。全国の航路、各地の港の特徴、それぞれの距離などを示した
ものである。航路と港に特化したガイドブックのようなものである。明治 28 年（1895）
刊行の改訂版は大阪からの航路を中心に記している。西宮では江戸時代の後半に酒造
りが発展していくが、その酒は、樽廻船で江戸表などに大量に運ばれていた。西宮は
海が近かったという特性を活かしたのである。 
写真 3 を見ると、大
阪から尼崎へ三里、尼
崎から鳴尾崎へ一里と
ある。尼崎の浜という
のは非常に浅かったよ
うで、「地方あさし舟な
らば、このところを大
物の浦という。大阪よ
り西北のこの間右手の
山、武庫山、六甲山、
摩耶山と奥鉄かいが峯、
ひよどり越、そのほか
山々見ゆる。」と記して
おり、東から順に、六
甲山地の山の形が変わ
写真 1 岡太神社 一時上臈 十一の義 
写真 2 「新訂増補 大日本航路細見図」 
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っていくと示している。
また、「この所より、丹
波そのほかの所々へ行
く道あり。尼崎から今
の福知山線のルートで
ある。有馬の湯元へ七
里、三田へも七里なり。」
とあり、陸路について
も記述している。ちな
みに、一里が 4km なの
で、三田へは七里で
28km である。 
尼崎の次が鳴尾崎で、
「鳴尾崎 西宮へ二里。
北風の汐かかり也、そ
の外全て悪し。」としている。これは西南などの風ではうまく出帆できないが、北の風
があるとちょうど汐が良いという意味である。 
その次が西宮で、「青木へ一里。西風北風あわじ風に汐かかりよし。」とある。これ
は淡路島からの風、南西方向の風が丁度良いということで、鳴尾は北風が良いが、西
宮まで進むと南西方向の風向きが良いとする。これは、風だけでなく、潮目が変わっ
ていることにも関係していると考えられる。 
続いて、「この所に恵比寿の宮あり。この間右の奥に摩耶山の観音堂見ゆる。」とあ
る。東から西へ航路をたどって記述しているので、恵比寿の宮は西宮神社で、摩耶山
の観音堂とは神戸市灘区の摩耶山天上寺のことを指す。地域の名勝もおりこんでいる。 
航路は西に向かい、船の行き先を細見図で確かめながら、楽しみながらの道中のガ
イドとなっている。 
 
3-3 流れ着いたもの・流れ出たもの 
 次に西宮に流れ着いたものの話をする。 
もっとも有名なのが、西宮神社の鎮座伝承である。毎年 6 月に行なわれる「おこし
や祭り」の由来である。この話は、西宮の民話として親しまれている。 
その概略は、「昔、鳴尾の漁師が漁をしている時に、御神像を拾い上げた。海へ戻し
たが、再び和田岬沖で拾い上げたので、何かの縁があると思い、家へお迎えをした。
すると、鳴尾より西の方へ社を建てて祀れを告げられ、村人と一緒に輿に乗せて西に
向かった。途中で輿を下ろして一休みしたところ神様が眠ってしまい、そのまま動い
てくださらない。そこで、お尻をつねって目を覚ましてもらい、今の西宮神社の場所
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で鎮座して頂いた」というものである。現在、輿を下ろしたところは「御輿屋跡地」
として、石碑が建立されている。 
海から流れ着くものは神様だけでなく、仏様も流れ着く。仏様の場合は霹靂（へき
れき）の木といい、神像と同じように漁師が海からすくいあげたり、海中を漂ってい
るのだが、きらきらと光ったり、かぐわしい香りがしたり、紫色の雲がたなびいたり
など、通常の漂流物ではない様子で、それを拾い上げると、夢枕に仏様が立ち、我が
姿をその木に刻むように告げたなどの伝承が各地にある。 
 
3-4 流れの元と、流れた先 
 西宮が、二つの地域を結ぶ中継地点であるという話もある。 
それは、有馬の湯と紀州の熊野がつながっているというのである。こうしたつなが
りを示す話しは、話が形成されるのに寄与した者の存在が考えられる。つまり、下級
の宗教者の集団が、なんらかの技術を持っていて、その技術を以て各地を移動し、定
着する中で、両方の地域を結ぶ伝承が生成されていくのである。有馬温泉と熊野のむ
すびつきで考えられるのは、温泉開発・経営の技術であるが、複数の要素が考えられ
るので、稿を改めて考えたい。 
 
まとめにかえて 
 
これまで、甲子園会館の立地するこの地について、武庫川・海など、複数の観点か
ら考えてきた。 
この甲子プロジェクトにかかわらせていただくことになった時、甲子園会館の前身
である甲子園ホテルを作った林愛作が、この地を選んだ理由を求めたいと考えた。勉
強不足の点も多く、解明できたとは言えないが、これからも継続して学びを進めたい
と考えている。 
良いきっかけをいただいた生活美学研究所所長の森田雅子先生、黒田智子先生をは
じめ、研究所スタッフのみなさま、甲子園会館総務課のみなさまに、記して感謝の意
を表したい。 
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